
※うすい硫酸に２種類の金属板を入れ＋極と－極との関係を調べた。
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〔実験１〕図１のように うすい硫酸を入れたビーカーに金属板A, B, Cを入
れたところ，金属板Ａ，Ｂからは気体が発生したが，金属板Ｃからは気体が発生し

なかった(ただし図１では発生した気体は省略してある)。また，金属板Ａは，金属

板Ｂよりも激しく気体を発生しながらうすい硫酸によく溶けることがわかった。
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〔実験２〕図２のように うすい硫酸に２枚の金属板を入れる装置を用意した。こ

の装置のアに金属板Ｂを，イに金属板Ｃを用いて導線でつなぎ，検流計を接続した

ところ，両方の金属板から気体が発生し，検流計の針がある向きにふれた。
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